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「北方かわらばん」は、地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 建築研究 

本部 北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所）が発行してい 

るメールマガジンです。 

このメールが不要な方は、お手数ですが【管理者からのお知らせ】に掲載して 

いるメールアドレスにご連絡ください。このメールアドレスは配信専用のため 

返信できませんのでご了承ください。 

 

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   今月号のトピックス 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

第４９号の内容はこちらです。 

 

■イベントのお知らせ 

 □【北総研フォーラム『震災をきっかけとして住まいと建築を考える』を開 

   催します】 

 □【道総研 戦略研究の成果が活用された実証住宅の内覧会をおこないます】 

 

■トピックス 「地域防災力の向上に関わる北総研の取り組み」 

 

■研究紹介 「北海道沿岸都市の津波防災都市づくりへ向けた基礎的研究」 

 

■最近の研究所の動き 

 □【シンポジウム「奥尻島津波災害からの復興２０年」が開催されました】 

 □【かみかわ知っ得セミナーを開催しました】 

  □【雪氷研究大会（2013・北見）に参加します】  

 □８月の業務報告 
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   イベントのお知らせ 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

■【北総研フォーラム『震災をきっかけとして住まいと建築を考える』を開催 



  します】 

 

平成２５年１０月２日に、札幌エルプラザにおいて北総研フォーラム「震災を 

きっかけとして住まいと建築を考える」を開催します。 

北総研がこれまで取り組んできた地震被害等に係る研究成果や、自然災害時の 

さまざまな支援について事例報告を行うとともに、東日本大震災の復興に向け 

た取り組みや国内外の地震・津波被害から得た教訓を基に、住まい・建築のこ 

れからのあり方について、皆様といっしょに考えます。 

さらには、ＴＢＳ「サンデーモーニング」にレギュラー出演等されている、造 

園家・岐阜県立森林文化アカデミー学長・東京都市大学教授の涌井史郎氏によ 

る特別講演『東日本大震災の復興の階梯』も行いますので、多くの方々のお越 

しをお願いいたします。 

 

 日時：平成２５年１０月２日（水）１３：００～１７：００ 

 場所：札幌エルプラザ３階ホール（札幌市北区北８条西３丁目） 

 

最新の情報や参加申込書については、北総研ホームページからダウンロードで 

きます。 

http://www.nrb.hro.or.jp/131002_Forum.html 

 

（企画課 酒井） 

 

■【道総研 戦略研究の成果が活用された実証住宅の内覧会をおこないます】 

 

平成２５年８月１８日（日）に現場見学会を行った、道総研戦略研究の成果の 

一部を活用した実証住宅が完成することに伴い、内覧会を行うこととなりまし 

た。 

内装材にはカラマツ心持ち正角材の柱やカラマツ材の梁、外装材には道産の杉 

材を活用し、道産木材の木のぬくもりが感じられる住宅となっていますので、 

是非内覧会で実感してみてください。 

 

 日時：平成２５年１０月１３日（日）から 

    平成２５年１０月１４日（月）まで 

 場所：旭川市東旭川上兵村２６８番地 

 

詳細は、決まり次第ホームページ等でお知らせします。 

 

（企画課 酒井） 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   トピックス 「地域防災力の向上に関わる北総研の取り組み」 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

９月１日は「防災の日」です。東日本大震災以来、国や自治体では低頻度です 

が一度発生すると大規模な被害の発生する災害、例えば南海トラフの巨大地震 



を対象とした防災訓練が行われ、地域では津波を対象とした避難など防災力向 

上のための訓練が多く行われるようになりました。 

 

当研究所では、自治体と連携しながら「地域に想定される危険な部分」を明ら 

かにするために被害想定の研究や津波避難に関する研究、「安全にするために 

必要な対策」として建築物防災対策などの研究に取り組んでいます。 

こうした成果をもとに今年度は、１０月に実施される北海道の総合防災訓練の 

なかで、地震後の建物安全性を確認するための被災建築物応急危険度判定の技 

術力向上のための訓練を行い、地元判定士の技術指導を行います。また同月に 

新ひだか町において地域住民との協働による防災体験学習を実施し、地震に対 

する地域・住まいの安全を目指した防災力向上に寄与する予定です。 

いずれも北総研として関われる地域は振興局毎の事例地域です。 

訓練を普及させて本当に防災力を向上させていくためには、地域の住民・技術 

者が中心となって実施して行けることが大切です。 

 

今後も、低頻度大規模災害の想定や、道の課題である厳寒期の災害発生を想定 

しながら、地域防災力の向上に繋げて行く調査研究を進めて行きたいと考えて 

います。 

 

（居住科学Ｇ 竹内） 
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 研究紹介「北海道沿岸都市の津波防災都市づくりへ向けた基礎的研究」 
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東日本大震災、また、予期される南海トラフの巨大地震などを背景として、全 

国の沿岸都市では、巨大津波に強い都市づくりをいかに進めるかが課題となっ 

ています。北海道においても、H２４.６に津波痕跡調査等に基づき予測される 

最大クラスの津波による浸水予測図が発表され、道内沿岸都市においてその対 

応が迫られています。 

巨大津波に強い都市づくりへの方策としては、防潮堤や二線堤・三線堤による 

多重防御で津波を防ぐ、安全な場所への避難により被害を軽減する、被災して 

もすぐに立ち直る、といったことが重要と考えられます。 

北海道の沿岸都市は、予想される浸水域に対して、津波に強い都市になってい 

るでしょうか。本研究では、まずは都市計画市町村を対象として、これらを確 

認し、課題を検討していきたいと考えています。 

 

（居住科学Ｇ 石井） 
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   最近の研究所の動き 
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■【シンポジウム「奥尻島津波災害からの復興２０年」が開催されました】 

 



去る９月１日に日本建築学会大会（北海道）の記念行事として開催された「創 

（つくる）・・・奥尻島津波災害からの復興２０年」の開催概要は次のとおり 

です。 

参加者は、建築学会員、学生、一般（奥尻町関係者）など約７０名です。 

シンポジウムの進行は、奥尻島災害復興に関わってきた北総研専門研究員の南 

慎一が行いました。 

第一部は、「災害からまちを創る」をテーマにして、元奥尻町長の鴈原徹氏か 

ら「奥尻島災害復興２０年を振り返って」と題する講演があり、続いて道立総 

合研究機構建築研究本部の大柳佳紀企画調整部長から旧道立寒地住宅都市研究 

所として携わった復興計画の策定支援についての講演がありました。 

第二部は、「これからのまちを創る」をテーマにして、町総務課長の竹田彰氏 

から奥尻島の防災教育の取り組みについて、町水産農林課の横田稔氏から水産 

業の復興の取り組みについて、株式会社奥尻ワイナリーの菅川仁氏から復興と 

ワイナリーの起業について報告があり、意見交換が行われました。 

コメンテーターの兵庫県立大学の室崎益輝特任教授（神戸大学名誉教授）から 

は、災害復興の評価について、北海道大学大学院の岡田成幸教授からは、個人 

の生活再建のありかた、災害復興への学会の取り組みについて意見がありまし 

た。 

最後に会場から陸前高田市で住まいの再建に取り組んでいる武蔵和敏氏から、 

奥尻島の災害復興を学びたいとの発言がありました。 

北総研では、上記のような学会との連携を通して、奥尻島の復興まちづくりに 

関する情報提供や支援活動のほかに東北地域の災害復興への情報提供や支援活 

動を引き続き行っていきます。 

 

（居住科学Ｇ 南） 

 

■【かみかわ知っ得セミナーを開催しました】 

 

上川管内の道総研３機関（上川農業試験場、林産試験場、北方建築総合研究所 

）が連携して、身近なテーマで開催する「かみかわ知っ得セミナー」の第１回 

目を９月１０日（火）に実施しました。 

お昼の１２時５分から、フィール旭川７階の旭川市国際交流センター交流ラウ 

ンジにおいて、「初級～上級まで すまいの結露・乾燥対策」と題し、結露と 

乾燥の原因や、すぐに実践できる初級編から工事を伴う上級編まで、その対策 

についてお話ししました。 

参加した方は、温度が下がると結露が発生しやすくなることや、家に設置され 

ている室内グリルや自然給気口の手入れをきちんとすると換気が良くなり結露 

や乾燥が押さえられること、また家の気密を高める小規模な工事として窓のガ 

ラスだけ交換したり内窓を設置するなどがあることを興味深く聞き入っていま 

した。 

 

次回は１０月１６日に、同じ会場で「道民なら知っておきたい「じゃがいも」 

のはなし」と題しまして、上川農業試験場が開催します。 

普段何気なく食べているじゃがいもの、意外な話を聞いてみませんか？ 

事前申込は不要ですので、多くの方の参加をお待ちしております。 



 

（企画課 酒井） 

 

■【雪氷研究大会（2013・北見）に参加します】 

 

平成２５年９月１７日（火）～２１日（土）、北見工業大学において雪氷研究 

大会（2013・北見）が開催されます。当研究所からは２名が研究発表を行いま 

す。 

建築土木分野のみならず、氷河や海氷など理学分野の研究者が国内外から多数 

集い、「雪」と「氷」をキーワードに分野を超えて議論し交流を深めるところ 

に特徴があります。 

企画セッションも「カーリング」、「北極」、「除雪ボランティア」、「吹雪 

災害」など内容も多種多彩です。学会最終日には、小中高生向けのサイエンス 

イベント「雪氷楽会」が開催されます。 

「雪」と「氷」にご興味のある方は足を運ばれてはいかがでしょう。 

 

（環境Ｇ 堤） 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【８月の業務報告】 

 

平成２５年８月の受付件数 

 

□依頼試験（担当：性能評価課） 

依頼試験 ２７件（累計８３件） 

 

□施設見学（担当：企画課） 

件数    ３件 

人数   １８名 

 

□技術相談（担当：企画課） 

件数    ６件（累計７３件） 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【構造計算適合性判定センターから】 

 

□８月の判定業務  

受付   ４３件（４９棟）  

結果通知 ５４件（７５棟）  

 

８月の判定依頼は、工場・倉庫等の生産・物流系施設８件、医療・福祉系施設 

（サービス付き高齢者住居含む）６件、住居系施設７件、物販店舗等２件、他 

でした。  



総判定日数（受付から結果通知までの期間）の平均は５５．８日、実判定日数  

（設計者の修正期間を除く実際の審査期間）の平均は１４．４日でした。 

 

今年度に入り指摘事項に対する追加説明および補正・修正の内容確認を終えた 

お知らせをしてから補正図書が着信するまで長期化する物件が増加しています。 

これらは特に並行審査による物件で、構造以外の影響も考えられます。 

８月までの累積件数に対する割合は通常審査５７．６％、並行審査４２．４％ 

ですが、Ｈ２５年８月単月では通常審査２７．９％、並行審査７２．１％とな 

っています。  

 

今月の依頼件数は例年程度となっていますが、追加説明や補正対応中の物件が 

例年より依然多い状況にあります。指摘事項に対するご回答も複数回になる場 

合が増加する傾向にあり、総判定日数が長い状態が続いています。継続的に外 

部判定員にご協力をいただき、判定日数短縮に向けた策を施していますが、引 

き続き皆様のご協力をお願いします。              

 

（構造判定Ｇ 渡邊）   

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【編集後記】 

 

８月１８日（日）、道総研戦略研究「新たな住まいと森林資源循環による持続 

可能な地域の形成」の成果のひとつである、道産カラマツの心持ち構造材をつ 

かった実証住宅の現場見学会を旭川市内で開催しました。 

工務店の方、一般の方、報道の方など多くの方にお越し頂き、テレビやラジオ 

新聞で取り上げて頂きました。 

カラマツを代表する道内人工林の成熟化が進むなか、最近の円安傾向による輸 

入材の高騰もあり、道内の事務所やコンビニでも、潤いや温かみ、そして企業 

イメージアップ効果もあるということで、道産木材が建材に使われ始めていま 

す。 

道総研では、戦略研究を平成２６年度まで行い、その成果を建材の地産地消、 

市場の活性化、そして新たな魅力ある住まいへと繋げていきたいと考えていま 

す。 

  

（企画課 細谷） 
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   管理者からのお知らせ 
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アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専 

用アドレス宛てにメールにてお知らせください。 

登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー 

ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場 



合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。 

メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い 

により配信される場合がございますので、ご了承ください。 

 

■購読申込・変更・配信停止はこちら 

 http://www.nrb.hro.or.jp/provide/sendmail_newsletter.html 

変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と 

記載してください。 

 

■各種お問い合わせメールフォーム 

 http://www.nrb.hro.or.jp/sendmail.html 

 

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目 

的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。 

 

─────────────────────────────────── 

発行：（地独）北海道立総合研究機構 建築研究本部 北方建築総合研究所 


